
 

 

 

第十四號
ご う

 

 

～器械の運轉
うんてん

する音、 鋸
のこぎり

の木材を挽
ひ

き割る音、 

鍛冶屋が丁々と槌を下す音、 

相合
あ い わ

して 喧
かまびす

しく、殆ど人語を解せざる程なり～ 

肘歴通信 

2枚目へ続く→ 



肘折歴史研究会 

製

錬

場 

子供の頃の思い出は、まず鉱山に光り輝いた 
電灯の美しさが浮かんできます。年一度の 
のお祭りでは様々な電気仕掛けのからくりが 

 
動き、私たちの度肝を抜いたものです。小学校 

 
でも 

 

 

、特に鉱山の役人の子供は勢力が強く 

 
低学年の子供がうっかりぶつかろうものなら、 

 
すぐ泣かされたりし、またその頃は大部分の 

 
子供が和服でしたが、その子供たちだけは 

 

 

金ぴかのボタンの洋服で、登下校には二人 

 
くらいのお付き人が車送迎で威張っていました。 
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